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<<<→ 数学（解析系）の理論と応用 
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最近の卒業研究から 
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++++ε-δ論法を用いない証明法は？ 
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内部波・表面波の反速曲線 

1 考える問題
‚ 平面のベクトル場 u “ pu1, u2qT に対する“波動方程式”
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px, y, tq P R2 ˆ R,

を考える. (偏微分記号 Bx :“ B{Bx)

‚ この波動方程式に対する伝播速度の逆数
をプロットした2本の曲線(反速曲線)は
特徴的な図形を描く. (右図参照)
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4.3 収束列に対するCesàro平均の数列の収束
定理１✓ ✏
数列 {an} に対して,

lim
n→∞

an = α ⇒ lim
n→∞

a1 + a2 + · · ·+ an
n

= α.✒ ✑
[証明]. {an}が有界の場合のみを示す. cn = |an − α|とおけば, lim

n→∞
cn = 0 で,
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